




















In this study, I carried simulation of terraforming Mars. 
 Terraforming refers to artificially changing the environment 
of celestial bodies so that human beings can live. 






































 表 1 火星と地球の比較データ 




赤道半径 6380km 3400km 
表面積 5.1×108㎢ 1.44×108㎢ 
軸の傾き 23.5 度 25 度 






表面重力 9.8m/𝑠 2 3.71 m/𝑠 2 
脱出速度 11.19km/𝑠 2 5.03km/𝑠 2 
平均気温 15℃ -55℃ 
最高気温 58℃ 30℃ 
最低気温 -88℃ -140℃ 








衛星数 1 2 










表 2 極冠のドライアイスのデータ 
ドライアイスの体積 1.7×1021cm³ 






































14[㎡]  (4) 
 Ｎ/ｇ＝地球上の１㎡の上にある大気の質量≒






＝1.5×1015[t]    (6) 
 
となる。 




















































12[㎡]   (10) 
 
𝐸𝑚＝火星に届く太陽放射のエネルギー 




F = 𝐸𝑚×𝐴𝑑= 8.6×10






ｍ = 2.7×1021  [g]         (13) 
 
 c = 573 [J/(g・K)]         (14) 
 
であるから、熱容量 X は  
 




スの昇華温度が 194 K(－79℃) であるから  
 
ΔT = 50 [K]            (16) 
 
 として、熱量は  
 






 t = 
𝑄
𝐹













Ｑ＝熱量＝7.5×1025  [J]    (19) 
 
Ｆ＝全太陽放射エネルギー 





































































 𝑘𝐵＝Ｒ/Ｎ             (24) 
 
 𝑘𝐵＝1.381×10
−23J𝐾−1      (25) 
 
  ｍ＝44/(6×1023)g         (26) 
 




v＝１０．５（m/s）       (28) 
 

















σ=5.67 × 10−8𝑊𝑚−2𝐾−4       (29) 
 



















Ｓ＝1.38×103 [W/m²]        (31) 
 
Ａ＝地球のアルベド＝0.3      (32) 
 












Ｓ＝6×102 [W/m²]        (34) 
 
Ａ＝火星のアルベド＝0.2     (35) 
 






























0.25 × 𝑇𝐵𝐵 + 20(1 + 𝑆)𝑃
0.5    (37) 
 
𝑇𝑝𝑜𝑙𝑒 = 𝑇𝑚𝑒𝑎𝑛 −
∆𝑇
(1+5𝑃)
         (38) 
 
𝑇𝑚𝑎𝑥 = 1.1𝑇𝑚𝑒𝑎𝑛            (39) 
 
𝑇(𝜃) = 𝑇𝑚𝑎𝑥 − (𝑇𝑚𝑎𝑥 − 𝑇𝑝𝑜𝑙𝑒)𝑠𝑖𝑛




 Tmean 惑星の平均気温[K] 
S 太陽定数[1] 
𝑇𝐵𝐵 現在の火星の黒体温度(213.5 K) 
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